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　父である久石譲の出身地「信州中野」で待望のコンサートです。
　第１部では、中山晋平・高野辰之メドレーなど童謡を現代風に歌い、
第2部ではナウシカ誕生 30 年を記念して、麻衣さん自身が4歳時に
歌った「ナウシカレクイエム」を再び歌います。
　また、宮崎駿作詞「ひまわりの家の輪舞曲」、「小さな写真」も歌う
など、麻衣さんが中野を、信州を、日本の心を歌います。

○期日　６月 22 日㈰
○時間　開演：午後４時 (開場：午後３時 30 分 )
○会場　中野市市民会館ホール
○入場料　2,000 円(全席自由)※未就学の方はご遠慮ください。
○チケットの販売所　文化スポーツ振興課、中山晋平記念館、高野辰
之記念館、中野陣屋・県庁記念館、豊田文化センター、㈱ヒオキ楽
器中野店シンフォニア、市内セブンイレブン各店
　※e+ (イープラス )でも販売しています（http://eplus.jp）
○主催　晋平・辰之メモリアル企画推進委員会（中山晋平記念会）
○共催　中野市
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　市では、姉妹都市、知音都市、信越９市町村（信越自然郷）など、
ゆかりのある市町村と連携を図り、音楽による交流促進と音楽
文化の発展に寄与することを目的として、「童謡・唱歌のふる
さと信州中野アンサンブルフェス」を開催します。
　「バラと音楽の交流」をテーマに、音楽祭を通して高野辰之・
中山晋平両先生の偉業を称え、後世に受け継ぐとともに、「童謡・
唱歌のふるさと」として全国に発信していきます。

童謡・唱歌のふるさと
信州中野アンサンブルフェス

　本市にゆかりの童謡・唱歌など、音楽の魅力を情報発信し、
本市を広くＰＲするため、久
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中野市音楽親善アンバサダー（大使）に任命します。
　また、信州中野アンサンブルフェス内で任命式典を行います。

○期日　６月 21 日㈯
○時間　開演：午後１時 30 分
○会場　中野市市民会館ホール
○入場料　無料
○参加予定団体　音楽姉妹都市（仙台市・北茨城市）、カチュー
シャの唄でつながる知音都市（糸魚川市・浜田市）、信越自
然郷および近隣自治体（飯山市・山ノ内町・木島平村・飯綱
町・小布施町）、唱歌「故郷」作曲岡野貞一氏出身地（鳥取市）

○主催　中野市

問い合わせ先　文化スポーツ振興課文化振興係　☎（２２）２１１１（内線３９４）

中野市音楽親善アンバサダー任命式
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～ with a great gift from NAUSICAA 30th aniv. ～

晋平・辰之メモリアル

故郷、朧月夜、カチューシャの唄
～誕生１００周年記念イベントの紹介～
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住 中野市大字新野 76
☎（２２）７０５０

中山晋平記念館
住 中野市大字永江 1809
☎（３８）３０７０

高野辰之記念館
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３月～11月 ／ 午前９時～午後５時
12月～２月 ／ 午前９時 30 分～午後４時

４月～11月 ／ 休館日なし
12月～３月 ／ 祝日以外の月曜日

および年末年始
（12 月 29 日～１月３日）

一般　３00 円（20 人以上団体は１人 230 円）
高校生 150 円　（20 人以上団体は１人 100 円）
中学生以下　無料
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３月～11月 ／ 午前９時～午後５時
12月～２月 ／ 午前９時 30 分～午後４時

４月～11月 ／ 休館日なし
12月～３月 ／ 祝日以外の月曜日

および年末年始
（12 月 29 日～１月３日）

一般　３00 円（20 人以上団体は１人 230 円）
高校生 150 円　（20 人以上団体は１人 100 円）
中学生以下　無料

～高野辰之博士・中山晋平先生への想い～皆さんの 声

　辰之博士の「故郷」は全国の
誰もが歌え、とても親しみやす
い歌だと思います。私は「フォ
トサークル写心」というサーク
ルで写真を撮っていますが、「ふ
るさとの風景」を撮るにも、こ
の地域の景色が一番ふさわしい
ですし、この素晴らしい景色が
あったから素晴らしい歌が生ま
れたのだと思います。誰もが親
しめるこの歌が、これからも
ずっと歌い継がれてほしいです。
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小学生のころから歌っています

　「故郷」、「朧月夜」は尋常小
学唱歌だったので、今でも歌っ
ています。また、晋平さんの
「カチューシャの唄」は両親が
歌っていたのでよく覚えていま
す。両親からは、晋平さんは几
帳面で、「らしく」という言葉
が好きな人だったと聞いていま
す。「自分らしく見栄を張るこ
とはない」という意味だと思い
ますが、そんな晋平さんの歌を
これからも歌っていきたいです。

　２年前に高野辰之記念館に行
き、今年は念願の中山晋平記念
館に来ることができました。み
んなでコーラスをしていますが、
お二人の歌を歌えば自分たちが
育った情景が浮かんできて、ま
るで自分の体の中に歌が染み込
んでいるようです。現在、童謡・
唱歌を歌う機会が減っています
が、この素晴らしい歌をぜひ歌
い継いでいってもらいたいです。
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